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ま
た
企
業
と
の
接
点
を
重
視
し
て
、
業
界

研
究
や
同
窓
会
を
活
用
し
た
企
業
人
と
の
就

職
相
談
会
、３
年
次
の
１２
月
か
ら
継
続
し
て
、

複
数
回
の
学
内
合
同
説
明
会
や
個
別
面
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
内
合
同
説
明
会
は

単
独
で
開
催
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
他
大

学
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
開
催
し
、
学
生

と
企
業
の
接
点
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
就
活
に
必

要
な
ス
キ
ル
習
得
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
未

来
は
自
分
で
創
り
だ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
・
志
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
１２
月
か
ら
当
時
の
３
年
次
生
を
対
象

に
、
業
界
・
地
域
の
優
良
企
業
を
目
指
し
、

本
学
の
就
活
を
リ
ー
ド
す
る
学
生
を
養
成
す

る
「
就
活
塾
」
を
開
講
し
ま
し
た
。
入
塾
に

は
、
応
募
者
を
対
象
に
筆
記
試
験
と
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
、
及
び
面
接
で
選
考
を
行
い
ま

し
た
。F

a
c
e
b
o
o
k

の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
活

用
し
て
、
塾
内
の
情
報
共
有
を
積
極
的
に
進

め
、
メ
ン
バ
ー
相
互
に
支
え
合
い
、
啓
発
す

る
場
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
各
種
講
座
で
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
就
活
を
と
も

に
戦
い
、
成
果
を
喜
び
合
い
、
苦
し
い
と
き

に
も
支
え
合
う
仲
間
が
で
き
た
こ
と
も
大
き

な
効
果
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
す
。　

　

今
年
９
月
末
に
は
、
こ
の
就
活
塾
一
期
生

が
中
心
と
な
っ
て
、
多
く
の
内
定
し
た
４
年

生
を
集
め
、
３
年
次
生
に
向
け
た
体
験
談
・

就
活
相
談
を
行
う
会「
繋
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　
「
夢
」
を
も
っ
て
入
学
す
る
学
生
が
、
そ

の
「
夢
」・
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
、

多
く
の
豊
か
な
経
験
の
中
か
ら
学
び
、
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
礎

知
識
の
習
得
と
と
も
に
、
大
学
生
活
を
通
じ

て
多
く
の
出
来
事
を
引
き
寄
せ
、
い
か
に
成

長
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
就
業
力
講
座
を
、
全

学
共
通
教
育
科
目
と
し
て
年
次
ご
と
に
体
系

化
し
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
の
就
業
力
講
座
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
考

え
方
を
講
義
や
体
験
学
習
を
通
じ
て
学
び
ま

す
。
３
年
次
に
は
、
業
種
の
異
な
る
複
数
の

企
業
か
ら
提
示
い
た
だ
い
た
実
際
の
企
業
課

題
を
、
参
加
学
生
が
自
ら
情
報
収
集
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
報
告
書
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン

等
、
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
解
決
策
を
提
案

す
る
就
業
力
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
学
生
が
熱
心
に
楽
し
く
、

ま
た
時
に
は
厳
し
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
受
講
満

足
度
も
高
く
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
に
向
か

う
３
年
次
生
に
と
っ
て
、
社
会
そ
の
も
の
や

社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
理
解
す
る
と

て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

学
生
に
は
大
学
生
活
を
通
じ
て
多
く
の
学

び
を
得
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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キャリア支援の取り組みキャリア支援の取り組み

　

１
９
１
２
年
（
明
治
４５
年
）
神
戸
市
兵
庫

区
に
設
立
さ
れ
た
「
私
立
森
裁
縫
女
学
校
」

を
前
身
に
、「
学
校
法
人
神
戸
学
院
」
は
今

年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
歴
史

が
未
来
を
創
る
、
先
人
が
築
い
た
１
０
０
年

を
糧
に
「
成
長
・
飛
躍
」
の
未
来
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
法
学
、
経
済
、
経
営
、
人
文
、
栄

養
、
薬
学
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

７
学
部
、
８
大
学
院
、
学
生
数
一
万
人
超
、

３
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
す
。

　
「
真
理
愛
好
・
個
性
尊
重
」
を
建
学
の
精

神
と
し
て
、
元
気
な
大
学
を
教
職
員
・
学
生
・

保
護
者
が
連
携
し
て
実
現
し
て
お
り
、
地
元

企
業
を
中
心
に
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
本
学
の
重
点
項

目
と
し
て
、
全
学
協
力
体
制
の
も
と
で
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
推
進
を
し

て
い
ま
す
。

 　

本
学
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
３
年

次
の
５
月
に
開
催
す
る
就
活
の
準
備
会
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
年
間
５
回
の
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
必
要

な
時
期
に
必
要
な
事
項
を
具
体
的
な
ツ
ー
ル

を
示
し
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

　

就
活
に
必
要
な
履
歴
書
・
Ｅ
Ｓ
対
策
や
面

接
対
策
ス
キ
ル
等
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１０
月
以
降

毎
週
開
催
し
、
１１
月
末
ま
で
に
一
応
の
仕
上

げ
を
目
指
し
ま
す
。
特
に
面
接
や
グ
ル
ー
プ

討
議
模
擬
演
習
を
３
ス
テ
ッ
プ
で
行
い
、
実

践
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

神戸学院大学 キャリアセンター  
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■
３
、
４
年
次
の
就
職
支
援

■
自
主
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ベ
ー
ス
と
し
た

　

新
た
な
取
り
組
み

■
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
就
業
力
講
座
）
の
開
設
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